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大きな都市の小さな施設：さいた

ま市の男女共同参画推進センター

とは？  

政令指定都市の男女共同参画センター（以下、

センター）というと、多くの人が想像するのは、大

規模なセンターかもしれない。ところが、同市のセ

ンターの規模は意外にも非常に小さい。市のセン

ター担当の播磨氏によると、センターの規模は政

令指定都市の中で一番小さいくらいではないか、

とのこと。センターは平日朝 9 時から夜 21 時ま

で、土日祝日も 17 時まで開館している。にもか

かわらず、そこで働くスタッフは夜間や土日対応

の要員も含めてわずか 10 人。常勤職員に限れ

ば、その数は更に少なくなる（内閣府男女共同参

画局の令和５年度推進状況調査によれば、政令

指定都市の１センター当たりの常勤・非常勤職員

の合計人数平均は 19.8 人）。 

さいたま市のセンターは公設公営で運営されて

おり、市の「人権政策・男女共同参画課」の部署

の 1 つとして位置づけられている。業務が課内で

細かく分割されていることもあり、センター単体

で見ると、「他の大きな都市と比較して、予算が潤

沢にあるわけではない」と担当者は感じている。 

しかし、限られたリソースを駆使して、さいたま

市は他にはあまり見られないユニークな発想の

取組を実施している。それが、「女性の知恵で社

会をデザインする講座」だ。 

 

パンデミックから生まれた革新：

女性が政治で輝くための無料講座 

「女性の知恵で社会をデザインする講座」は

2020 年から始まった。講座が生まれたきっかけ

は偶然だった。2020 年と言えば、前年に発生し

た新型コロナウィルスが猛威を奮い、４月には初

の緊急事態宣言が行われた年。それまでは、芝

浦工業大学と連携して、理工系の女性を育てる

ための体験型講座を対面で開催していたが、そ

の実施が難しくなった。対面でなくともオンライン

で実施可能、かつ女性の活躍が進んでいない分

野は何かと考え、「女性の政治参画」に焦点を当

てた講座開催のアイデアが事業コーディネータか

ら挙がった。事業コーディネータは、センターが採

用している男女共同参画に係る知見を持つ専門

職員だ。 

埼玉県の県庁所在地であるさいたま市。人口 130 万人超を誇る政令指定都市である同市は、近年

徐々に女性議員の数を増やしている。2015 年には 10 人だった女性議員の数が、2019 年に 12 人、

2023 年 4 月の選挙後は 16 人となり、全体の 26.7%を占めるまでになった。女性の躍進が進む同

市のこれまでの取組とは―？ 

さいたま市（埼玉県） 

 

さいたま市人権政策・男女共同参画課 

主任 川口氏（左）、播磨氏（右） 

＊肩書は 
ヒアリング当時 

さいたま市議会議員：  稲川 智美 

さいたま市人権政策・男女共同参画課 

男女共同参画推進センター 主任： 

   川口 大勲 

   播磨 孝之  

お話を伺った皆様（敬称略）  
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2020 年、同講座の開始当初は、企画立案、講

師選定、当日の準備等、全てセンターだけで担当

した。講座の大枠は事業コーディネータが核とな

って作り上げた。講座内では、事業コーディネー

タによるジェンダー平等と女性の政策提言等につ

いての基礎知識を身に付けるための講義の後、

2016 年に発足した「さいたまミモザの会（旧：さ

いたま市女性の活躍を推進する議員連絡会）」に

所属する女性議員の方から、議員になったきっか

けや動機、議員として大切にしていること等を話

してもらう機会を設けた。最終的には、参加者各

自の関心領域に応じて、調査・考察・取材等を行

ってもらい、成果報告会を実施。その発表に対し

て講師ほか、女性議員、地元企業の人事・営業担

当者や市職員からも講評をもらえるという内容

の充実ぶりで、参加費はなんと無料。参加者の満

足度も高く、以降内容を少しずつ改善し、毎年開

催している。 

表：女性の知恵で社会をデザインする講座詳細 

年 2020 2021 2022 2023 

形式 オンライン 対面 

講座 
種別 

講義＋成
果報告会 

オリエンテーション

＋ワークショップ＋

成果報告会 

講義＋ワーク

ショップ＋成

果報告会 

時間 

YouTube
配信の講

義 20 分

×3 回＋
報告会 

各 2時間

程度×4

日間 

各 2時間
程度×3

日間＋プ

レセミナ
ー(*1) 

各 1.5 時間×8
回 

参加者
数(*2) 

女性市民
10 人 

女性市民
8 人 

女性市民
7 人 

女性市民 7 人

＋埼玉大学学

生 19 人 (*3) 

*1: 2022 年は YouTube 配信によるプレセミナーとして、三
重大学名誉教授の岩本美砂子氏による講義を配信 

*2: 参加者数は、最終的な成果発表会に参加した人数で算出 

*3: 2023 年は埼玉大学との連携プログラムとして実施した
ため、埼玉大学学生（男子学生含む）が多く参加 

出所：さいたま市ウェブサイト及びヒアリング情報より本調査研究
の調査チームが作成 

直近の 2023 年は、新型コロナウィルスを巡る

環境が落ち着いてきたことから、オンラインを対

面に切り替え、埼玉大学との協働を開始。大学と

の連携プログラムにすることで、学生は、単位取

得の対象となる授業として受講し、一般募集で応

募してきた様々な年代の女性市民と共に考え、成

果を創り出す体験をすることができる。同様に、

一般募集に応募して参加した市民にとっても普

段接することが少ない学生や女性議員等と意見

交換をする機会が得られる。参加した市民のアン

ケートには「議員や企業の方たちに講評をいただ

き、私たちの意見が届いた」「参加して大正解！」

「また参加したい」というポジティブな声があふれ

る。 

2020 年当初から、毎年講評者として参加して

いる稲川智美市議会議員は語る。「同講座は女

性が社会の中で感じているいろいろな課題に対

し、どう対策するか、政策につなげていくかをテー

マとしている。当初は、女性議員の自己紹介や政

治の世界に入ったきっかけを議員各々が語り、講

座参加者の政治参画への足掛かりになれば、と

考えていたが、回を追うごとに、自分がどうしたい

か明確な問題意識やテーマをもって参加する人

が増えた。議員自身がすぐに参考にできるような

政策提言も多い」まだ実現はしていないが、中に

は、将来女性議員になりたい、と考える参加者も

いたようだ。「皆様、非常に熱心。女性の立場から

社会を変えていきたい、という鋭い視点をもって

提言してくれる方がいらっしゃるので非常に心強

くなる」この言葉どおり、稲川議員御本人も、本講

座から力をもらっている。 

 

女性の知恵で社会をデザインする講座 

出所：さいたま市人権政策・男女共同参画課より提供 
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女性の知恵で社会をデザインする講座（2023） 

リーフレット 
出所：さいたま市ウェブサイト 

つながりを活用する 

これだけ多くの関係者を巻き込み、充実した内

容の講座だが、かかった費用は講師謝礼金等の

みでなんと 10 万円以下。では労力面ではどうか。

企画立案、講師選定等、様々なステークホルダー

と連携していくに当たっての関係構築や調整に非

常に労力がかかりそうだが、センター担当の播磨

氏、川口氏の両氏によると、普段から築いてきた

関係を活用している、とのこと。 

例えば、2023 年から連携し始めた「埼玉大学

ダイバーシティ推進センター」とは、センター長で

あった田代美江子教授が、市の男女共同参画推

進協議会の委員でもあることから、普段から接す

る機会が多く、その話の中で、講座に関して連携

する話が持ち上がった。講座開始当初から協力

してもらっている「さいたまミモザの会（旧：さいた

ま市女性の活躍を推進する議員連絡会）」も同様

で、議会や議会以外の場でも、男女共同参画に

関する政策等についての問合せにセンター職員

が答えたり、意見交換をしたり、という関係性の

中で、講座への協力依頼もしやすかった、とのこ

とだ。 

センター自身のリソースに限りがある中では、外

部のリソースをいかに見いだし、活用させていた

だくか、が充実した講座開催に当たっての大きな

ポイントとなる。普段から大学や企業、連絡会等

とつながりを作っていたからこそ、魅力的な講座

を実施、発展・継続させることができた。播磨氏と

川口氏はこう語る。「例えば、講師選定は講座を

企画、準備するに当たって非常に重要なポイント

だが、非常にハードルが高い点でもある。講座を

大学の授業の一環とすることで講師をある程度

確保できることからも、大学と連携させていただ

くというのは非常に有り難い。企業や大学等、外

部と連携しつつ取組を進めていくことは今後ます

ます重要になってくると考えており、そこは一貫し

て進めていきたい」 

 

女性議員がつながりを深め、変革

を導く 

つながりを築くことは簡単ではないが、その事

例の 1 つとして、前述した「さいたまミモザの会

（旧：さいたま市女性の活躍を推進する議員連絡

会）」の取組を紹介したい。女性議員の間で勉強

会や視察をしたい、という意見は 2016 年の発足

以前より存在したが、会派を横断した女性議員

同士の横のつながりも少なく、なかなか実現しな

かった。それが 2015 年の市議選後、会派を超え

て女性議員全員で政策提言をしていこう、という

空気が生まれ、超党派の「さいたま市女性の活躍

を推進する議員連絡会（現：さいたまミモザの会）」

が誕生。会への参加は任意だが、女性議員全員

が参加している。 
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発足以後、研修や視察等を年数回実施。研修は

年に２回、視察は年に１回を目安に行うことを申し

合わせている。研修に招く講師に支払う謝礼金

等は会員議員から徴収する年会費から捻出され

ている状況だが、議員の熱意に後押しされる形で、

申合せ以上の回数を実施するほどに、活動は活

発だ。 

女性だけの団体を創るということに関し、男性

からの反発がなかったわけではない。このような

会を立ち上げるのも初めてのことで、「『女性活躍

を推進する』というテーマで仮に公式な女性だけ

の委員会を立ち上げたとしても、理解を得られる

土壌はなかっただろう」と稲川議員は当時を振り

返る。どういった形で進めることが正解か分から

ない中、まずは政策提言につなげていける横の

つながりを作ろう、最も取り組みやすい形としよ

う、ということで選択した形式が連絡会だった。 

研修や視察には女性議員だけでなく、男性議員、

市職員、外部の一般市民の参加も受け入れた。

連絡会ができたことで、当初目的としていた女性

議員同士の横のつながり以上の収穫があった。

例えば、稲川議員自身も、元看護師という経歴と

人脈を生かし、連絡会で実施する研修に講師を

紹介したことがあるが、こうした議員個人が持つ

有識者らとのつながりが、研修の講師依頼等をき

っかけに更に別の議員等へと広まり、ネットワーク

が生まれることもあった。また、同じ研修に参加す

ることによって、市職員とのつながりも深まり、市

職員とともに研修テーマに関する共通認識を持

つことができ、政策にそれを反映していこう、とい

う流れが生まれたと稲川議員は語る。 

 

 

 

そして「女性活躍推進議員連盟」

の設立へ 

連絡会ができたことで多くのつながりを築いた

一方、任意団体である連絡会の形式では、会とし

て議会の場で公式の政策提言ができないという

デメリットもあった。連絡会として地道に活動を続

ける中、市議会の男性議員の中にも次第に女性

活躍推進に関して課題意識を持つ者が増え、

2023 年の選挙後、江原大輔議長の提案で、「女

性活躍推進議員連盟」が立ち上がった。連盟には

全議員 60 名中 5４名が参加。女性議員は全員

参加している。 

「議員連盟は連絡会とは違い、準公的な組織。

連絡会では実現できなかった事業運営・実施、女

性の活躍を推進するための政策提言が可能とな

った。現在は、『市の女性が働きやすい環境づくり』

をテーマとした事業を市と協働で準備している。

議員連盟という準公的な会となったことで、市も

一層協力的になった」と稲川議員は語る。議員連

盟設立を受けて、「さいたま市女性の活躍を推進

する議員連絡会」は「さいたまミモザの会」と名称

を変更。準公的な議員連盟と自由な連絡会。そ

れぞれで役割が異なるため、当面は 2 本立てで

進めていく予定だ。 

 

 

さいたま市議会 稲川議員 
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未来へ…女性議員を増やすために 

女性議員比率がさいたま市で急伸している背

景について稲川議員に個人的な御見解を伺った

ところ、「社会情勢」という言葉が出てきた。政治

の中で、ジェンダーギャップを無くしていこうとい

う動きはどの政党にもあり、党によっては新しい

候補は女性に、という空気もあるという。とはいえ、

そうした空気だけではなく、女性本人の政治参加

への意志は必要だ。「今増えている女性議員は皆

自分の意志で政治の世界に出ていると思う」と稲

川議員は語った。 

女性議員を増やしていくために必要な取組につ

いて、稲川議員はこう語る。「私たちが皆に認めら

れる活動をすること、そして女性議員がいること

で、市民に対する政策が、よりきめ細やかに良く

なっていくということを市民が実感できることが

必要だと思う。そのために、女性の政治参画をも

っと促していくことが大切だと思っている」 
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取組概要 人材育成 
女性の知恵で社会をデザインする講座 

 

 

●取組主体 ：人権政策・男女共同参画課 男女共同参画センター 

●実施体制 ：男女共同参画センター職員、2023 年は埼玉大学と連携 

●取組時期 ：2020 年から毎年 1 回開催（2020 年～2022 年はオンライン、2023 年は対面開催） 

●予    算 ：10 万円/年以下（講師謝金等） 

●成果・実績：女性の政治参画促進（実際に議員になりたいと言う参加者の声あり） 

過去の経験から改善点を見いだしつつ、大学との連携を更に強化！ 

・ 応募者が少ないことが現在の課題のため、時間設定、カリキュラム内容、今後

の広報について見直しを検討中。 

・ 成果発表会等の結果や市民アンケートの結果も含める形で実施報告書を 

作成。次回の改善に活用。 

・ 2024 年からは講座の埼玉大学での単位を 1 単位から 2 単位制に拡大する

方向で検討中。 

新型コロナウィルス感染症の流行がきっかけ 

・ コロナ禍の中、それまで実施していた理工系女子育成のための体験型講座の

対面実施が難しくなったことがきっかけとなり、オンラインで可能かつ女性が少

ない分野に関する講座について検討したところ、「女性の政治参画」をテーマと

した講座のアイデアが浮上、課題認識した。 

広報は様々な媒体を活用 

・ 広報はさいたま市ホームページやチラシ、市内の公共施設や図書館、公民館、

区役所の情報公開コーナー等を活用。 

規模や形式はニーズに合わせて徐々に改善 

・ 2020 年開始当初はオンライン開催、YouTube でのオンデマンド型配信講義

が主であったが、2021 年からは、リアルタイムでのオンライン講義に変更。また

2023 年は、埼玉大学との連携に伴い対面型へ。 

・ 2020 年は YouTube の講義も 1 回 20 分×3 回と、短時間の講義であった

が、規模を徐々に拡大し、2023 年には 1.5 時間×8 回のプログラムに拡大。  

アンケートでは、高い満足度！ 
・ 市民アンケートの満足度は高い。2023 年は、4 段階評価で全員が 3 以上、過

半数が最高評価。 

実施体制構築 
・ 男女共同参画の知見もある事業コーディネータを核として企画・構成等を立案。 

カリキュラム大枠構成はワークショップ形式かつ４日間。 

・ 政治分野での講座企画及び成果報告会の講評について、さいたまミモザの会 

（旧：さいたま市女性の活躍を推進する議員連絡会）に協力依頼。普段から 

さいたまミモザの会とは議会や議会以外の場でつながりがあり毎年協力を得る 

ことに成功。 

大学との連携 

・ 2023 年は埼玉大学の授業の一環としたことで、プログラム内容の企画面で教員の 

知見にも頼りつつ、講師選定についても大学と協働検討。 
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取組概要 その他 
さいたまミモザの会（さいたま市女性の活躍を推進する議員連絡会）  

 

 

●取組主体 ：さいたま市女性議員 

●実施体制 ：上記の連絡会に所属する女性議員 

●取組時期 ：2016 年から現在 

●予    算 ：会員が年間 5,000 円を会費として負担 

●成果・実績：女性議員同士の横のつながり強化。講師や市職員とのつながり強化。課題意識の共有。 

「女性活躍推進議員連盟」と 2 本立てで当面は継続 

・ 2023 年に「女性活躍推進議員連盟」が設立。議員連盟設立により、連絡会で

は実現できなかった事業運営・実施、女性の活躍を推進するための政策提言が

可能となった。 

・ 同議員連盟の発足を受けて、さいたま市女性の活躍を推進する議員連絡会は 

さいたまミモザの会へ名称を変更し、自由な連絡会として継続運営。学んだ内容

は、個人で一般質問等へ活用。 

選挙後に新しい風：女性議員全員で協力しよう！ 
・ 2015 年選挙後に、会派を超えて女性議員全員で政策提言をしていこう、 

女性議員同士で協力しよう、という空気が生まれた。後に、さいたま市女性の 

活躍を推進する議員連絡会会長となる添野ふみ子議員から設立について 

提案があり実現へ。 

まずは女性共通のテーマ設定から開始 

・ 当初のテーマは「女性の健康」。女性共通の話題であり、さいたま市でも産前産

後ケアを取り入れたいという希望が出ていたことも影響。 

※連絡会での勉強会や視察を経て、議会や委員会でも関連質問が出るよう 

になり、産後ケアがさいたま市で取り上げられるように。 

研修・視察の実績！ 

・ 会員のほか、毎回 10 名程度の男性議員の参加有り。 

・ 市政運営に関するテーマでは、市職員の参加多数。 

・ 議員同士、市職員、講師の方等との関係やつながり強化、関係者間での課題意

識の共有が可能に。 

団体形式の検討：賛同を得られやすい最も取り組みやすい形で始める！  

・ 政策提言につなげていける横のつながりをつくるため、最も取り組みやすい 

形として連絡会という任意団体の形式で会を設立。会員は女性議員のみ。 

運営方式の検討：会員主体の運営に 

・ 研修及び視察のテーマ設定・実施準備・運営ともに女性議員が担当。 

・ 研修講師の手配や視察計画・調整には、会員個人が持つつながりを 

積極活用。 

・ 研修講師への謝礼金等は、会員議員から徴収する年会費から捻出。 

参加者は女性に限らず幅広く設定 

・ 参加者は会員に限定せず、男性議員、市職員など、テーマに応じ 
て設定。勤務後でも参加しやすいよう、夕方の開催がメイン。 



 

 

23 

女性の地域参画・政治参画の推移 

 
出所：アンケート回答、内閣府ウェブサイト「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況（都道府県・政令指定都

市編、市区町村編）」（各年度）、選挙報道情報を参照し本調査研究の調査チーム作成                                                                    

2007 年度における自治会長に占める女性割合について、割合不明のため、記載していない。                                                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《さいたま市基本情報》 

総人口： 1,344,703 人 （2024 年 3 月 1 日） 

      男性： 666,117 人 

      女性： 678,586 人 

世帯数： 640,643 世帯 

地 勢： 総面積約 217.43 ㎢、埼玉県南東部に位置する

政令指定都市。 

出所：さいたま市ウェブサイト 

山梨県

神奈川県

埼玉県
茨城県

群馬県 栃木県

東京都

さいたま市

・パートナーシップさいたま（さいたま市男女共同参画推進センター）： 

https://www.city.saitama.lg.jp/006/010/002/  

・女性の知恵で社会をデザインする講座（2023 年度報告ページ）： 

https://www.city.saitama.lg.jp/006/010/002/008/010/p098879.html  

参考情報  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




